
IoT特許ライセンスプラットフォーム

令和６年 １月２９日

アバンシ東京オフィース代表

山本一成
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アバンシ設立の背景 その１ マーケットからのリクエスト

特許権利者 実施者各二者間の特許クロスラ イセンス契約の簡素化が必要で 、

さ もな くば 、異業種間の I o T ラ イセンスなどは困難である 。

2



• 元エリクソンの知的財産権本部長のカシム・アルファラヒが中
心となってエリクソンとクアルコムが基本合意

• 2 0 1 6年9月にアバンシが設立、活動開始

アバンシ設立の背景 その２ 牽引特許権者達への参加呼び掛け
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アバンシのプラットフォームソリューション ２つのグループを繋ぐ架け橋

► 独立した仲介

► マーケットベースのライセンス条件

► 必須特許のみのライセンス許諾
► ライセンス取得を簡易化する単一の共同ライセンス
► ライセンス期間を通じて公開・固定されるライセンス料

特許権者 1

• • •

特許権者 2

特許権者 3

特許権者 4

特許権者 5

特許権者 N

特許権者 7

特許権者 6
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簡素化されたライセンスのメリット

• 単一契約 –複数の二社間交渉が不要

o ライセンス契約は参加特許権者が保有する全ての2G/3G/4G/5Gの必須特許をカバー

• 固定金額 – ライセンス取得後はロイヤルティが上がることのない長期契約

o 新規ライセンサーの特許も追加費用無しで自動的にカバー

o サプライチェーンにおける既存ライセンスを考慮 →重複ロイヤルティは発生しない

• 拡大するライセンス –全ての特許権者にオープン、より多くの特許が期間にわたって随時追加

o 契約期間にわたってライセンサーの全2G/3G/4G/５Gの必須特許をカバー

o 契約締結後に他者に譲渡された特許についてもライセンスが継続

• 制度化された必須特許判定システム –特許判定人の世界的ネットワーク



5 9  社の特許権者約 1 0 0以上の自動車／建設機械ブラン
ド へのライセンス実績

AVA N C I  4 G  V E H I C L E  参加者

その他ライセンサーブランドは弊社HPをご覧ください。 WWW.AVANCI.COM
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6 2  社の特許権者7  現在のライセンス取得企業

AVA N C I  5 G  V E H I C L E  参加者

その他ライセンサーブランドは弊社HPをご覧ください。 WWW.AVANCI.COM
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グローバルポリシー：米国

要約すると、提案された5Gプラットフォームは、取引コストを減らしコネク
ティッドカーへのライセンスを簡素化することで、効率性をもたらす可能性を
持つ。これらの効率性はともに、伝送系規格必須特許権者と自動車メー
カーにとってリソースをそれ以外、例えば5G技術とその実装を実現するた
めの更なるR&D投資に割くことにつながり得る。この可能性はこれらの技術
において競争を高め、安全性を向上させ、米国の消費者の利益になり得る。
（米国司法省「Avanci 5Gライセンスプラットフォームに対するビジネスレ
ビューレター」より抜粋



世界経済フォーラムからT E C H N O L O G Y P I O N E E Rとして選出

IoT技術の共有はよりシンプルであるべきというビジョンを持って、ワンス
トップのAvanciプログラムは多くの異なる特許権者からの知的財産を1

回の取引で完結するライセンス許諾をしている。Avanciのアプローチは
より効果的で、リスクと取引コストを減らし透明性を高めている。Avanci

は必須特許に貢献した会社が公平なリターンを得ることを、技術を使用
する会社が公平な価格でライセンスを取得し、全てに対するコネクティビ
ティを加速させることを可能にしている。 9



Ve h i c l e プログラム ライセンスの料金（ 2 0 2 3年1 2月現在）

ライセンスの料金

緊急発呼(eCall)           $3/台
３G（含むeCall/２G)                  $9/台
4G (含むeCall/２G/3G） $20/台（2022年9月以降）
5G （含むeCall/２G/3G/4G） $29/台（早期割引料金で、2024年2月16日迄、

または最初の5GのVehicleを出荷す
                                                                       る迄、それ以後は$32）
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グローバルプレゼンス

 オフィス所在地

 米国テキサス州ダラス

 アイルランドダブリン

 中国北京

 中国深圳

 韓国ソウル

 日本東京

 ベルギー・中国・フィンラン
ド・アイルランド・日本・ノ
ルウェー・韓国・スウェーデ
ン・台湾・英国・米国に在住
する、 10カ国以上の国籍にま
たがる従業員約70名が在籍
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ご清聴ありがとうございました
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